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る
こ
と
も
改
め
て
自
覚
し
な
い
わ
け
に
は
 

』
 

さ

 

人
月
山
司
一
，
＼
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銃

 

消

 

，，
 

斜
 

い
か
な
か
っ
た
。
彼
等
は
本
当
に
私
達
の
 

?z
、
蒙
が
紅
震
（
半
「
「
議
鐘
鰐
競
確
」
「
 

ユ
 

／

》

 

島

 

れ

 
集
コ
ー
 

印
 

く
議
員
を
思
い
だ
し
、
国
会
の
乱
闘
騒
ぎ
 

一
、
、
＼
い
”
『
 

ル
 
発
城
編
E

印畑 

や、政界の再編成等と云う名の下に 
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．
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．
目
一
 

方

 

辰
 

冷
 

離A
了
集
散
し
て
い
る
政
党
人
と
云
う
特
 

方

 

辰
 

「
 

襲
了
集
散
し
で
い
る
政
党
人
と
lk
う
特
 

別
な
人
大
の
集
団
を
脳
裏
に
浮
べ
た
。
そ
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方

城

村

選

挙

管

理

委

員

会

 

昔
、
ギ
リ
シ
ャ
の
国
で
は
ボ
リ
ス
の
人
大
 

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
皆
ん
な
の
相
談
こ
 

と
を
き
め
て
い
た
。
丁
度
村
の
部
落
総
会
 

で
、
各
戸
か
ら
一
人
宛
集
っ
て
部
落
の
行
 

事
計
画
や
、
そ
の
経
費
の
分
担
の
事
な
ど
 

を
き
め
て
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
か
ら
段
た
 

社
会
が
発
達
し
て
複
雑
に
な
り
、
社
会
機
 

構
が
膨
大
化
し
て
く
る
に
従
っ
て
、
ポ
リ
 

ス
の
人
大
が
全
部
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が
 

で
き
な
く
な
っ
た
。
 

そ
こ
で
人
大
は
選
挙
に
よ
っ
て
自
分
達
に
 

代
る
人
大
を
選
び
、
そ
の
人
大
に
自
分
達
 

の
橿
利
（
民
主
大
義
国
家
に
於
け
る
住
民
 

の
参
政
権
）
を
ま
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
 

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
次
第
 

に
民
主
大
義
国
家
の
基
本
的
な
制
度
と
し
 

て
固
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
現
在
の
 

よ
う
な
精
級
な
選
挙
制
度
と
な
っ
た
。
こ
 

の
よ
う
に
選
挙
制
度
の
歴
史
を
考
え
て
み
 

る
と
、
要
す
る
に
選
挙
制
度
と
は
私
達
が
 

私
達
の
社
会
を
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
運
営
 

し
て
行
く
た
め
に
、
考
案
し
た
社
会
的
制
 

度
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。
後
世
 

に
生
れ
て
先
祖
の
遺
産
を
引
継
い
だ
私
達
 

は、 

と
も
す
れ
ば
そ
の
遺
産
の
大
き
さ
 

や
、
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
そ
れ
が
 

築
か
れ
て
き
た
本
源
を
忘
れ
易
い
の
で
あ
 

る
が
、
 

選
挙
制
度
を
考
え
る
に
当
っ
て
 

も
、
私
達
は
選
話
痢
度
の
目
的
は
、
あ
く
 

ま
で
も
国
民
又
は
住
民
が
自
分
達
の
た
め
 

に
、
自
分
達
の
事
を
や
る
の
だ
と
云
う
点
 

に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
 

あ
る
。
こ
と
に
主
権
在
民
を
駆
っ
て
い
る
 

憲
法
の
下
で
は
、
選
挙
権
は
私
達
自
身
の
 

も
の
で
あ
る
。
即
ち
義
務
と
云
う
よ
り
む
 

し
ろ
私
達
の
権
利
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
 

自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
達
は
自
 

分
達
の
代
り
に
国
会
議
員
や
都
道
府
県
や
 

市
町
村
の
首
長
や
議
員
・
教
育
委
員
を
選
 

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 

彼
等
は
私
達
の
代
表
者
な
の
で
あ
る
。
誇
 

張
し
て
い
え
ば
彼
等
は
私
達
な
の
で
あ
る
 

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
や
役
人
達
 

が
私
達
の
毎
日
の
生
活
の
感
覚
か
ら
は
、
 

無
縁
と
ま
で
は
い
わ
な
い
に
し
て
も
、
遥
 

か
に
還
い
世
界
の
人
大
の
よ
う
に
思
わ
れ
 

し
て
村
で
今
度
の
選
挙
は
誰
大
さ
ん
で
す
 

か
ら
と
云
っ
て
、
各
月
を
廻
っ
て
い
た
顔
 

役
の
事
ぞ
考
え
た
。
そ
し
て
選
挙
制
が
初
 

期
の
簡
単
な
も
の
か
ら
、
非
常
に
複
雑
精
 

撤
な
も
の
へ
と
築
き
あ
げ
ら
れ
て
来
た
、
 

め
に
、
遂
に
人
大
が
そ
の
響
の
中
に
巻
 

込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
、
機
構
の
全
体
を
見
 

渡
す
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
 

な
い
か
と
考
え
た
．
 

そ
れ
か
ら
私
は
家
庭
で
食
後
の
座
談
に
花
 

を
咲
か
せ
乍
ら
、
更
に
次
の
よ
う
な
事
を
 

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
 

私
自
身
が
選
ん
だ
候
補
者
が
日
本
の
政
治
 

を
論
じ
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
政
治
や
 

行
政
を
運
営
し
て
行
く
、
こ
れ
だ
け
は
間
 

違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
民
主
 

大
義
の
ル
1
ル
に
従
っ
て
私
達
自
身
の
事
 

が
、
私
達
の
代
表
者
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
 

実
行
さ
れ
て
行
く
、
そ
の
よ
う
な
手
続
に
 

依
っ
て
私
達
の
ふ
と
こ
ろ
か
ら
税
金
が
支
 

払
わ
れ
、
そ
れ
が
国
防
費
と
な
り
、
道
路
 

費
・
河
川
費
・
厚
生
費
・
教
青
費
・
産
業
 

経
済
振
興
費
等
と
な
っ
て
私
達
個
人
の
手
 

で
得
ら
れ
な
い
社
会
全
体
の
幸
福
と
な
っ
 

て
再
び
自
分
自
身
に
返
っ
て
＜
る
。
そ
れ
 

が
団
体
・
社
会
・
国
家
と
云
う
も
の
な
の
 

で
あ
り
、
そ
し
て
私
達
は
現
に
そ
の
中
で
 

生
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
4

選
挙
に
よ
っ
 

て
代
表
者
を
選
ば
れ
る
人
も
、
そ
の
よ
う
 

な
社
会
機
構
や
、
そ
の
社
会
機
構
の
動
か
 

し
方
に
つ
い
て
深
い
知
識
と
溢
れ
る
よ
う
 

な
愛
情
を
も
っ
て
い
な
い
限
り
、
選
挙
制
 

度
も
効
果
的
な
運
営
が
田
来
な
い
筈
で
あ
 

る
。
随
分
わ
り
き
っ
た
表
現
で
あ
る
が
、
 

正
し
い
選
挙
を
行
う
た
め
に
は
そ
の
前
提
 

条
件
と
し
て
、
国
民
又
は
住
民
の
良
識
と
 

一
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．
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云
う
根
本
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
 

っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

こ
の
良
識
が
向
上
し
な
い
限
り
、
ど
ん
な
 

選
挙
違
反
を
非
難
し
て
も
、
公
明
選
挙
を
 

唱
え
て
も
、
選
挙
は
立
派
に
行
わ
れ
難
い
 

と
思
わ
れ
る
。
良
識
の
な
い
代
表
者
が
選
 

ば
れ
る
こ
と
は
、
根
本
的
に
云
え
ば
、
選
 

ぶ
人
大
に
良
識
が
な
い
と
云
う
こ
と
で
あ
 

る。 
私
逮
は
自
分
達
の
社
会
を
よ
り
よ
く
し
、
 

自
分
自
身
の
幸
福
を
増
進
す
る
た
め
に
、
 

ま
ず
選
挙
を
明
る
く
正
し
い
も
の
に
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
 

や
は
り
私
達
自
身
の
良
識
を
高
め
る
以
外
 

方
法
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

こ
の
・
一
票
政
治
と
 

家

庭

を

結

ぶ

紐

 

昭
和
三
＋
年
ニ
月
ニ
十
七
日
執
行
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
最
高
裁
 
て
慶
秀
な
る
成
績
を
も
っ
て
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
 

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
お
け
る
方
城
村
の
投
票
及
開
票
結
果
は
 
左
に
其
の
結
果
を
掲
載
し
皆
様
の
今
後
の
参
考
と
し
た
い
と
思
い
 

村
民
各
位
の
公
朋
選
挙
に
対
す
る
深
い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
っ
 

ま
す
。
 

一
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
者
調
 

投
 

票
 

率
 

九
一
％
 

入
九
％
 

九
〇
％
 

棄
 

権
 

者
 

数
 

一一
11
ハ
三
 

四
五
一
一
 

入
一
五
 

投
 

票
 

者
 

数
 

三
、
五
九
五
 

三
，
七
一
九
 

七
、
三
一
四
 

当

日

 の
 
有

権

者

数

 

三
、
九
五
入
 

四
，
一
七
一
 

入
、
一
一
一
九
 

区
 

分
 

男
 

女
 

計
 

柵
業
所
別
栂
業
率
 

所
 

男
 

女
 

計
 

投
 

票
 

所
 

戸
編
も
等
 
九
〇
％
九
〇
二
九
〇
％
護
か
鐙
等
 
入
五
二
入
五
％
 

計
 

入
五
％
 

第
 

九
三
％
一
入
入
％
 

九
〇
％
一
第
四
（
鷲
戸
析
 

九
五
％
九
三
％
 
九
四
％
 

…
 
各」」1 
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1I
一
、
同
 

開
 
票
 
結
 
果
 

イ
、
投
 
票
 
総
 
数
 

七

こ

三

四

票

籍

 
鋤

娘

 麟
 

ロ
、
衆
議
院
各
候
補
者
の
得
票
数
 

七
、
一
八
二
票
 

一
三
一
一
票
 

候
補
者
氏
名
 

党
 

派
 

得

票

数

 

香
 

月
 

保
 

自
由
党
 

一
、
入
」
ハ
三
 

池

田

 
値

治

 

護

読

 

四
三
二
 

滝
 
井
 

義

高

 

跳
Z
コ
駕
 

三、 

一
一
七
 

左社 左社 
会 会 

派党 派党 

候
補
者
氏
名
 

平

井

 
義

一

 

党
 

派
 

得

票

数

 

自
由
党
 

一
四
七
 

有

馬

 英

治

 

民
主
覚
 

田

原

 
春

次

 

社
会
党
 

右
 

派
 

一
一
九
七
 

一
、
三
一
一
四
 

四
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
者
調
 

罷
免
を
可
と
し
な
い
も
の
 

罷
免
を
可
と
す
る
も
の
 

栂
業
総
数
 

七
、
二
一
二
票
 

五
、
各
駐
在
区
別
投
票
成
績
 

駐
在
区
 

盤

募

合

 

駐
在
区
 

九
一
・
一
一
％
 

三
、
四
〇
八
票
 

三
、
一
ニ
八
票
 

有
効
投
票
 

大
、
五
三
六
票
 

無
効
響
（
 

六
七
穴
票
 

迫 万 弁 の 幡 久 園 場 

珠 田 六 寺 町 城 原 手 町 保 通 丸 先 通 通 

八 九 九 九 九 九 九 九 八 九・七 九 八 九 八 九I登 
フ1 一ニ三三一一E

旦三三ー九（フ九2旦五四 暴 
五 九 五 2ョ 四 （つ 八 三 アく三 七111 一 11、五 七 合 
9' % % % % % % % % % % % % % % % 

野岩 弁 倉 大 吉IE 
一 一ー 一 一 城 駐 

功又 tコ 黒 出I'iし 坑 本 モE 

地屋坑坑坑坑寮倉吾畏長長図場松‘ど 

突 発杢灸男吉空召空突空番奇[kit 製 
易彦易今易妻男易湯妻み%湯妻易合 

一rき雄、 ，に2器 

瓢醸I醗糞劃 
ーーー‘ 

昭和29年度村税徴収実績調 

昭和30年2月20日現在 

税 目 別 調定額 収入額 収入歩合 備 考 

村 民 税 瓦437 5.256 97% （単位千円） 

固’定資産税 12.369 8.344 67% 
但し調定に対し収入の少 
なきは四期分が納期前 

自 転 車 税 妬3 251 95% 

荷 車 税 210 197 93% 

電気ガ ス税 599 599 10 % 

鉱 産 税 5.215 &215 100% 

たばこ消費税 L868 L868 100% 

計 25.961 21.730 84% 

村

税

 の

牧

入

状

況

 

昭
和
ニ
十
九
年
度
村
税
の
収
入
が
ど
ん
な
 

風
に
な
っ
て
い
る
か
、
ニ
月
一
一
十
日
現
在
 

調
査
で
左
記
一
覧
表
の
如
く
調
定
額
金
弐
 

五
、
九
六
壱
、
〇
〇
〇
円
に
対
し
収
入
済
 

額
金
弐
壱
、
七
参
Q
O
O
O
円
と
な
り
 

収
入
歩
合
八
四
％
を
木
し
て
居
り
ま
す
が
 

昨
年
昭
和
二
十
八
年
度
に
於
て
は
九
九
％
 

の
好
成
績
を
以
て
郡
下
第
一
位
と
な
り
て
 

い
ま
す
。
 

皆
様
方
の
御
協
力
に
酬
い
る
べ
く
税
金
の
 

使
途
は
最
も
効
果
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
と
痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

尚
昭
和
ニ
十
九
年
度
村
税
の
最
終
税
固
定
 

資
産
税
第
四
期
分
の
納
期
も
二
月
ニ
十
五
 

日
と
成
っ
て
居
り
ま
す
が
、
今
後
共
に
倍
 

旧
の
御
協
力
を
願
い
一
部
禾
納
者
に
就
き
 

ま
し
て
も
村
財
政
の
確
立
の
為
一
層
の
協
 

力
方
を
御
願
い
致
し
ま
す
。
 

財
 

務
 

課
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つ
 

衆
議
院
総
選
畢
の
あ
と
 

ク
純
潔
に
し
て
信
頼
出
来
る
政
治
予
を
打
 

ち
建
て
る
た
め
、
一
月
初
旬
よ
り
開
始
さ
 

れ
た
公
明
選
挙
運
動
は
た
し
か
に
効
果
は
 

あ
っ
た
。
 

よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
棄
権
せ
ず
、
私
た
 

ち
が
政
治
の
主
人
公
と
し
て
村
民
各
位
の
 

深
い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
っ
て
、
九
〇
 

％
と
い
う
郡
下
第
一
位
の
好
成
績
を
も
っ
 

て
終
了
し
ま
し
た
。
紙
面
を
も
っ
て
厚
く
 

お
礼
を
申
し
ま
す
。
 

来
る
三
月
十
七
日
は
参
議
院
補
欠
選
挙
、
 

引
続
き
四
月
に
は
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
 

す。 今
一
度
正
し
い
、
清
い
一
票
を
行
使
し
 

ま
し
よ
「
っ
。
 

力

フ

ノ

ツ

な

ど

 

井
 

蛙
 

堂
 

昭
和
二
十
八
年
四
月
、
現
任
校
に
秒
」
」
以
 

来
学
区
内
の
生
物
相
の
調
査
を
し
て
見
よ
 

う
な
ど
と
大
そ
れ
た
考
え
を
抱
い
て
、
今
 

日
ま
で
継
続
し
て
い
る
が
、
標
高
五
十
米
 

よ
り
六
百
米
ま
で
の
平
地
あ
り
、
F
薩
地
 

あ
り
、
 

山
地
あ
り
の
福
智
山
麓
の
地
帯
 

で
、
大
体
山
地
よ
り
三
本
の
谷
に
よ
っ
て
 

相
当
に
高
い
丘
を
洗
い
残
し
、
所
大
に
扇
 

状
地
の
小
さ
い
の
が
発
達
し
て
い
る
と
い
 

っ
た
、
可
成
り
複
雑
な
地
形
で
耕
作
地
が
 

少
く
、
原
野
や
山
林
が
多
く
、
古
く
か
ら
 

の
炭
坑
の
硬
炭
捨
場
や
、
大
小
無
数
の
陥
 

落
池
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
生
物
相
も
一
筋
 

縄
で
行
か
な
い
様
相
を
示
し
て
い
て
、
な
 

か
な
か
我
大
の
手
で
は
困
難
を
極
め
て
い
 

る
。
然
し
今
ま
で
に
目
に
つ
い
た
物
で
、
 

私
に
と
っ
て
珍
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
一
一
、
 

三
の
も
の
に
つ
い
て
報
告
し
て
、
皆
様
方
 

の
御
教
導
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
 

る。 

学
区
居
住
の
一
、
二
の
人
か
ら
、
弁
城
 

の
谷
川
に
カ
ワ
ノ
リ
又
は
カ
ワ
タ
ケ
と
言
 

っ
て
食
用
に
な
る
淡
水
産
の
藻
類
が
あ
る
 

点
」
3
こ
と
を
聞
い
た
の
で
、
ス
イ
ゼ
ン
 

ジ
ノ
リ
み
た
い
な
も
の
か
、
矢
部
川
の
上
 

流
に
自
生
し
て
い
る
と
、
昭
和
一
干
八
年
 

の
日
本
生
物
学
大
会
で
、
福
島
高
等
学
校
 

の
大
石
保
氏
よ
り
塾
ロ
さ
れ
た
。
カ
ワ
ノ
 

リ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
 

面
白
い
も
の
が
見
つ
か
っ
た
と
思
っ
て
、
 

時
折
弁
城
区
内
の
物
知
り
と
思
わ
れ
る
人
 

A
に
か
れ
こ
れ
と
聞
き
こ
み
を
や
っ
て
見
 

た
が
、
そ
の
生
育
地
が
不
明
で
あ
っ
た
。
 

ニ
十
八
年
の
五
月
頃
か
ら
、
上
弁
城
の
奥
 

畑
、
岩
屋
附
近
の
渓
谷
の
魚
猫
笈
び
水
生
 

昆
虫
を
さ
ぐ
る
と
共
に
、
郷
土
調
査
部
の
 

児
童
N
女
と
T
女
を
よ
い
協
力
者
と
し
て
 

両
地
渓
流
の
水
温
調
査
を
現
在
ま
で
続
け
 

た
結
果
、
盛
夏
の
候
で
も
摂
氏
の
十
五
度
 

よ
り
上
昇
し
な
い
事
が
判
明
し
た
の
で
、
 

上
弁
城
地
区
の
水
稲
の
塗
『
対
策
の
手
が
 

か
り
も
出
来
て
、
今
後
は
日
照
時
間
の
調
 

査
へ
手
を
伸
ば
そ
う
し
、
併
せ
て
上
弁
城
 

地
区
の
山
葵
栽
培
の
可
能
性
の
裏
付
け
に
 

な
っ
た
と
、
喜
び
乍
ら
、
昔
か
ら
の
冷
害
 

の
記
録
や
ロ
碑
な
ど
を
調
査
し
な
が
ら
、
 

水
温
よ
り
考
え
て
益
大
淡
水
産
食
用
藻
の
 

生
育
地
発
見
に
自
信
を
重
ね
て
行
く
こ
と
 

が
出
来
た
。
 

郷
土
調
査
部
主
任
の
荒
巻
教
諭
と
そ
の
部
 

員
の
ク
ラ
プ
活
動
の
時
間
や
、
放
課
後
、
 

土
曜
の
午
後
な
ど
の
利
用
で
両
渓
谷
の
生
 

物
調
査
に
拍
車
を
か
け
た
が
、
魚
類
は
普
 

通
の
谷
川
に
棲
息
し
て
い
る
も
の
を
二
、
 

三
種
し
か
採
集
出
来
ず
昆
虫
も
変
っ
た
も
 

の
を
知
る
こ
と
が
出
来
ず
、
流
れ
の
よ
ど
 

み
に
ア
オ
ミ
ド
ロ
の
生
育
は
見
ゆ
る
が
、
 

カ
ワ
ノ
り
な
ど
の
自
生
し
て
い
る
事
は
発
 

見
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
 

昭
和
ニ
十
九
年
の
十
月
末
、
郷
土
調
査
部
 

の
永
末
厚
二
君
な
ど
男
児
五
名
と
奥
畑
の
 

全
＜
人
家
の
な
い
渓
谷
よ
り
下
り
な
が
 

ら
、
水
中
を
探
ぐ
り
野
路
の
上
野
焼
よ
り
 

出
て
、
京
都
の
旭
焼
に
数
年
学
び
、
新
し
 

い
風
格
を
も
っ
た
民
芸
陶
』
如
を
作
っ
て
い
 

る
吉
工
門
窯
の
永
末
氏
よ
り
作
品
な
ど
を
 

見
せ
て
も
ら
っ
て
雑
談
し
て
い
る
う
ち
に
 

「
そ
の
ノ
リ
な
ら
横
の
川
に
あ
る
」
と
教
 

え
ら
れ
て
、
川
幅
二
間
の
堰
を
石
灰
岩
と
 

コ
ン
ク
リ
1
ト
で
固
め
て
い
る
堤
の
南
面
 

の
天
井
の
一
尺
位
下
に
、
石
灰
岩
に
固
着
 

し
て
生
育
し
て
い
る
の
を
一
年
半
目
に
発
 

見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
 

既
に
最
盛
期
を
過
ぎ
径
一
、
五
糎
ほ
ど
の
 

ア
オ
II
、
ド
ロ
を
か
た
め
た
様
な
褐
色
を
お
 

ぴ
た
緑
色
で
茶
褐
色
を
し
て
い
る
部
分
で
 

灰
石
岩
に
附
着
し
て
い
る
藻
類
で
あ
っ
た
 

早
速
試
験
管
に
入
れ
、
学
校
に
て
顕
微
鏡
 

で
見
る
と
予
想
通
り
、
念
球
状
に
一
粒
宛
 

の
細
胞
が
紐
状
に
配
列
し
て
い
る
。
朋
ら
 

か
に
連
鎖
体
の
藻
類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
 

っ
た
。
 

大
体
晩
秋
に
配
偶
子
が
分
離
し
、
五
月
頃
 

に
渓
流
の
南
面
の
水
の
落
ち
る
岩
石
な
ど
・
 

の
略
中
央
部
で
水
に
叩
か
れ
な
い
所
に
附
 

着
し
繁
殖
を
始
め
、
六
月
頃
に
な
っ
て
人
 

の
眼
に
ふ
れ
る
ほ
ど
に
発
育
し
、
青
黒
味
 

か
か
っ
た
緑
色
で
径
七
糎
か
ら
八
糎
程
度
 

ま
で
に
成
育
す
る
も
の
ら
し
い
。
生
育
地
 

を
知
っ
て
い
る
永
末
氏
は
カ
ワ
タ
ケ
と
称
 

し
て
ニ
杯
酢
で
食
べ
る
と
、
と
る
り
と
し
 

た
実
に
乙
な
味
で
、
同
氏
の
窯
に
来
遊
す
 

る
北
九
州
や
博
多
あ
た
り
の
交
士
や
画
家
 

な
ど
か
ら
推
賞
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ
 

る。 
現
在
小
生
の
調
査
範
囲
で
は
自
生
地
は
奥
 

畑
か
ら
下
の
一
部
分
と
、
岩
屋
の
一
部
分
 

に
僅
か
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
上
野
 

の
白
糸
の
滝
の
附
近
に
も
自
生
し
て
い
る
 

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
を
何
と
か
 

し
て
養
殖
す
れ
ば
郷
土
産
業
と
し
て
面
白
 

＜
、
熊
本
の
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
な
ど
の
如
 

く
商
品
価
値
を
も
つ
の
で
は
無
い
か
と
さ
 

え
思
わ
れ
る
が
、
と
に
か
く
、
本
年
は
配
 

偶
子
の
出
来
る
時
期
と
そ
の
形
状
と
顕
微
 

鏡
に
よ
る
生
態
の
研
究
、
援
合
及
び
接
合
 

子
の
形
な
ど
一
年
問
か
か
っ
て
生
活
史
を
 

し
ら
べ
る
と
共
に
、
先
づ
試
食
し
て
見
て
 

そ
の
料
理
法
と
加
工
法
を
研
究
し
て
見
た
 

い
と
思
っ
て
い
る
。
 

私
の
通
勤
途
中
の
金
田
と
弁
城
の
境
に
な
 

る
宝
見
橋
近
く
の
鍛
冶
屋
の
横
の
陥
没
田
 

の
広
さ
二
、
三
反
歩
ほ
ど
の
沼
が
、
一
面
 

青
畳
を
敷
き
つ
め
た
様
で
そ
の
処
大
に
蓮
 

や
、
お
も
だ
か
や
、
く
わ
い
な
ど
が
混
じ
 

て
生
え
、
実
に
何
と
も
云
へ
な
い
よ
い
景
 

色
で
私
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
 

た
。
と
こ
ろ
が
秋
か
ら
晩
秋
に
近
づ
く
と
 

そ
の
緑
色
の
美
し
い
ウ
キ
グ
サ
が
次
第
に
 

赤
茶
色
味
を
帯
び
て
冬
に
な
る
と
一
面
真
 

赤
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
ど
う
し
 

て
赤
く
な
っ
た
の
か
、
冬
に
な
っ
た
か
ら
 

枯
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
埋
立
に
炭
坑
の
 

硬
炭
を
使
用
し
て
い
る
の
で
鉱
物
分
の
影
 

響
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
た
が
、
道
路
よ
 

り
一
寸
離
れ
て
い
た
の
で
ウ
キ
グ
サ
を
採
 

集
し
て
調
べ
て
見
る
こ
と
も
せ
ず
に
い
た
 

が
、
ど
う
も
気
に
か
か
る
の
で
近
く
の
子
 

供
に
水
を
汲
み
と
ら
せ
て
水
質
を
検
査
し
 

て
見
た
が

PI
【
6p
普
通
の
田
の
水
と
そ
 

う
変
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で
忘
れ
る
と
も
 

な
く
忘
れ
て
い
た
。
二
十
九
年
の
梅
雨
時
 

の
増
水
で
道
路
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
 

の
を
見
る
と
、
普
通
の
ウ
キ
グ
サ
と
全
く
 

ち
が
っ
た
浮
草
で
、
径
一
糎
か
ら
一
糎
半
 

く
ら
い
の
桧
の
葉
の
ち
ぎ
れ
た
も
の
の
よ
 

う
で
葉
面
に
は
小
突
起
が
出
来
て
お
り
、
 

表
面
は
緑
紅
色
で
撤
葉
部
は
殊
に
紅
色
が
 

濃
く
裏
面
は
う
す
い
紅
色
で
白
色
の
と
て
 

も
奇
麗
な
数
本
の
水
生
根
が
生
え
て
居
る
 

サ
ン
シ
ョ
モ
科
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
 

牧
野
氏
の
日
本
植
物
図
鑑
に
よ
る
と
、
オ
 

ホ
ア
カ
ウ
キ
グ
サ
の
別
種
の
ア
カ
ウ
キ
グ
 

サ
で
あ
る
こ
と
が
は
じ
め
て
わ
か
り
、
春
 

か
ら
初
秋
に
か
け
て
は
緑
色
で
冬
に
な
る
 

と
深
赤
色
に
な
り
、
や
っ
か
い
な
水
質
検
 

査
な
ど
の
必
要
も
な
い
こ
と
が
わ
か
り
我
 

な
が
ら
残
念
で
あ
っ
た
。
然
し
な
つ
か
し
 

い
ア
カ
ウ
キ
グ
サ
の
自
生
し
て
い
た
あ
の
 

陥
落
池
も
昨
年
末
に
水
洗
業
者
の
ボ
タ
捨
 

場
に
な
っ
て
、
遂
に
赤
い
浮
草
を
見
る
こ
 

と
が
出
来
す
元
気
な
村
の
子
供
た
ち
の
よ
 

い
遊
び
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

（
次
号
に
続
く
）
 

ヅ
利
コ
ー
 

方
城
炭
坑
 

前
 
野
 

月
 
雄
 

炎
え
る
よ
う
な
八
月
の
陽
は
、
乾
き
と
 

た
砂
利
を
ニ
ユ
1
ア
ン
ス
に
彩
っ
て
い
た
 

モ
ッ
コ
を
担
い
で
い
た
勝
子
の
肩
、
モ
ッ
 

コ
に
入
れ
た
砂
利
の
重
量
感
が
喰
い
込
ん
 

で
く
る
、
馴
れ
な
い
土
方
仕
事
で
あ
る
。
 

足
さ
ば
き
も
路
眼
と
な
る
の
で
緩
慢
に
な
 

る
、
モ
ッ
コ
担
ぎ
に
は
相
棒
が
い
る
、
そ
 

の
相
棒
が
伸
間
で
嫌
わ
れ
も
の
の
名
に
お
 

う
岩
本
健
太
郎
で
、
唇
を
ゆ
が
め
て
も
の
 

を
云
う
、
眉
毛
の
太
い
見
る
よ
ら
に
奪
猛
 

な
男
で
あ
る
。
「
お
い
早
＜
歩
か
ね
え
か
 

…
」
と
健
太
郎
が
怒
鳴
っ
た
、
と
同
時
に
 

後
か
ら
押
し
た
、
勝
子
は
「
あ
っ
ー
・
」
と
 

い
っ
て
前
に
つ
ん
の
め
っ
た
、
泥
に
ま
み
 

れ
砂
利
の
上
に
膝
を
す
り
む
い
た
．
勝
子
 

の
頭
は
癌
痛
に
歪
み
苦
痛
に
唇
を
か
み
し
 

め
て
い
た
。
 

「
て
め
え
な
ん
て
態
だ
ッ
ー
素
人
の
女
が
 

一
人
前
の
土
万
と
肩
を
並
べ
る
な
ん
て
ま
 

だ
早
え
や
」
・
・
岩
本
健
太
郎
は
勝
子
を
い
 

た
わ
る
こ
と
も
な
く
邪
樫
に
極
め
つ
け
た
 

勝
子
の
廻
り
に
も
土
方
達
が
働
い
て
い
る
 

が
、
岩
本
の
無
法
者
に
対
手
し
た
処
で
歯
 

が
立
た
ぬ
繁
ょ
く
承
知
し
て
い
る
の
で
 

ー

一
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誰
も
が
顔
を
反
け
て
通
り
過
ぎ
る
、
勝
子
 

利
枝
と
い
う
の
は
隣
り
の
娘
で
あ
る
。
広
 

と
て
こ
の
倣
慢
な
岩
本
か
ら
ど
の
位
い
虐
 

子
は
家
の
貧
し
い
事
情
を
く
み
と
る
に
は
 

い
た
げ
ら
れ
て
い
る
か
知
れ
な
い
。
だ
が
 

あ
ま
り
に
も
幼
な
か
っ
た
。
勝
子
が
ど
ん
 

勝
子
は
じ
っ
と
耐
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
経
 

な
に
云
っ
て
も
納
得
し
な
か
っ
た
．
勝
子
 

緯
が
あ
る
の
だ
。
勝
子
は
誰
の
眼
か
ら
見
 

は
悲
し
み
に
全
身
を
ふ
る
わ
せ
た
せ
つ
な
 

て
も
日
雇
ら
し
＜
頑
丈
な
躯
の
持
主
で
は
 

に
彼
女
の
頬
に
洞
が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
 

な
か
っ
た
。
ど
こ
と
な
く
知
性
の
閃
が
あ
 

る
反
面
愁
の
あ
る
切
長
の
牌
の
、
美
貌
と
 

云
う
程
の
顔
で
は
な
い
が
、
そ
の
面
に
は
 

苦
脳
の
級
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
 

良
人
で
あ
る
前
島
敬
介
は
、
ふ
と
し
た
事
 

か
ら
罪
を
犯
し
刑
務
所
に
畔
吟
し
て
い
る
 

の
だ
。
勝
子
は
犯
罪
者
の
妻
と
い
う
名
の
 

賂
印
を
押
さ
れ
た
、
法
に
反
い
た
良
人
に
 

も
せ
よ
、
彼
女
に
と
っ
て
は
敬
介
は
、
親
 

子
の
者
を
養
っ
て
く
れ
る
支
柱
で
あ
っ
た
 

そ
の
敬
介
が
刑
務
所
に
入
っ
て
か
ら
は
、
 

勝
子
の
身
辺
に
異
常
が
起
き
た
。
前
科
者
 

の
妻
と
い
う
不
名
誉
の
劣
等
感
が
彼
女
の
 

全
身
を
卑
屈
に
さ
せ
る
。
だ
が
彼
女
は
良
 

人
に
代
っ
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

良
人
が
帰
っ
て
く
る
迄
、
歯
を
喰
い
し
ば
 

っ
て
も
広
「
丁
ぞ
抱
え
て
働
か
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
の
だ
。
良
人
の
罪
も
私
や
こ
の
子
 

の
た
め
だ
と
思
え
ば
、
良
人
に
対
し
て
済
 

ま
な
い
思
い
が
胸
の
中
に
燃
え
さ
か
っ
て
 

い
た
。
 

て
い
だ
。
 

そ
の
夜
は
、
空
に
は
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
 

よ
う
に
星
が
燦
め
い
て
い
た
が
、
夜
明
に
 

な
っ
て
ト
タ
ン
屋
根
を
雨
が
た
、
き
始
め
 

た。 
勝
子
は
ニ
コ
ョ
ン
切
っ
て
の
嫌
わ
れ
も
の
 

、
健
太
郎
と
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
 

勝
子
の
顔
を
見
た
瞬
間
ー
健
太
郎
の
脳
裡
 

に
は
忌
し
い
過
去
の
傷
あ
と
が
建
っ
て
き
 

た
。
五
年
前
自
分
を
裏
切
っ
た
女
、
そ
の
 

女
の
た
め
に
一
途
な
転
落
の
路
を
辿
っ
て
 

い
っ
た
傷
申
箭
科
二
犯
と
肩
書
も
、
今
は
 

人
を
恐
怖
す
る
も
と
に
な
っ
て
い
た
。
裏
 

切
っ
た
女
が
あ
ま
り
に
も
勝
子
に
酷
似
し
 

て
い
る
．
神
が
俺
に
復
讐
を
与
え
た
の
だ
 

と
健
太
郎
は
そ
う
思
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
と
ゆ
う
も
の
は
勝
子
に
対
し
邪
 

憧
に
当
っ
た
。
勝
子
は
そ
の
苦
難
に
耐
え
 

た
。
生
き
る
た
め
に
は
辛
棒
も
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
良
人
だ
っ
て
不
自
由
に
耐
 

え
て
い
る
ん
だ
、
私
は
良
人
の
た
め
腰
罪
 

ニ
コ
ョ
ン
に
な
っ
た
勝
子
だ
っ
た
が
、
雨
 

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
思
う
と
勝
 

が
降
れ
ば
あ
ぶ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
哀
 

子
は
割
り
き
れ
た
感
情
で
働
V
U
と
が
で
 

れ
な
一
日
く
だ
っ
た
．
食
べ
る
事
が
や
 

き
、
健
太
郎
に
対
し
て
も
憎
悪
も
感
じ
な
 

っ
と
で
、
娘
の
広
子
に
晴
衣
の
一
枚
も
買
 

か
っ
た
。
「
済
み
ま
せ
ん
、
わ
た
し
が
仕
 

っ
て
や
れ
な
い
、
貧
乏
だ
か
ら
仕
方
が
な
 

事
に
馴
れ
な
い
も
の
で
す
か
ら
」
…
と
勝
 

い
と
傍
観
す
る
の
も
厳
し
い
現
実
だ
か
ら
 

子
は
語
尾
を
ふ
る
わ
せ
て
い
っ
た
。
 

だ
、
昨
日
隣
家
の
娘
が
花
模
様
の
晴
着
を
（
頑
丈
な
刃
金
の
よ
う
な
躯
を
も
つ
健
太
郎
 

着
て
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
広
子
は
、
勝
 

と
相
と
な
っ
て
モ
ッ
コ
を
担
ぐ
そ
の
事
が
 

子
が
一
日
の
務
め
が
終
え
て
疲
れ
た
躯
で
 

間
違
っ
て
い
る
事
に
は
勝
子
は
よ
く
承
知
 

帰
っ
て
く
る
と
、
い
き
な
り
槌
り
つ
い
て
 

「
ね
え
お
母
ち
ゃ
ん
、
あ
た
い
に
も
利
枝
 

ち
ゃ
ん
が
着
て
い
る
の
を
買
っ
て
よ
」
：
・
 

し
て
い
た
。
他
の
ニ
コ
ョ
ン
だ
っ
て
、
自
 

分
と
は
一
、
二
度
組
む
が
、
三
度
目
に
な
 

る
と
、
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
彼
女
を
対
手
に
 

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
人
の
恐
愉
 

す
る
健
太
郎
で
も
、
勝
子
に
と
っ
て
は
怖
 

ろ
し
く
は
な
か
り
た
が
、
自
分
が
馴
れ
な
 

い
素
人
で
あ
る
こ
と
が
情
な
か
っ
た
。
 

勝
子
は
泥
に
ま
み
れ
た
傷
つ
い
た
足
を
、
 

ひ
き
ず
り
な
が
ら
其
の
日
は
帰
路
に
つ
い
 

た。 
勝
子
が
去
っ
た
為
、
健
太
郎
の
心
は
無
残
 

な
思
い
だ
っ
た
 

俺
は
あ
の
女
に
復
讐
 

し
た
つ
も
り
で
い
る
が
、
そ
れ
で
い
、
 

の
か
・
・
一
と
い
う
懐
疑
の
念
が
胸
に
き
ざ
し
 

た。 
砂
利
の
上
に
ピ
カ
ッ
と
光
る
も
の
が
あ
 

る
。
ふ
と
視
線
が
そ
の
光
る
も
の
を
拾
っ
 

た
。
そ
れ
は
ロ
ザ
リ
オ
だ
っ
た
。
瞬
間
健
 

太
郎
の
全
身
が
電
気
に
触
れ
た
よ
う
に
感
 

じ
た
。
す
る
と
健
太
郎
は
無
意
識
に
走
り
 

出
し
た
。
 

「
勝
子
さ
1
ん
、
待
っ
て
下
さ
ー
い
1
」
 

健
太
郎
は
勝
「
す
を
呼
び
つ
y
け
な
が
ら
走
 

っ
た
。
呼
吸
が
柵
い
で
い
る
。
「
勝
言
 

ん
、
済
ま
ん
許
し
て
下
さ
い
」
と
、
し
ぼ
 

る
よ
う
な
声
で
い
っ
た
，
健
太
郎
の
眼
に
 

キ
ラ
リ
と
涙
が
光
っ
て
い
た
。
勝
子
は
そ
 

の
洞
を
見
逃
が
さ
な
か
っ
た
。
彼
女
に
と
 

っ
て
は
思
い
が
け
な
い
健
太
郎
の
挙
動
で
 

あ
る
。
 

乱
暴
者
と
恐
怖
さ
れ
て
い
る
彼
が
、
何
の
 

た
め
に
泊
ま
で
流
し
て
い
る
の
か
？
「
奥
 

さ
ん
本
当
に
勘
弁
し
て
下
さ
い
よ
、
俺
は
 

ね
、
今
迄
人
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
事
は
よ
 

＜
知
っ
て
い
る
」
ー
と
云
う
健
太
郎
の
口
 

調
は
別
な
人
間
の
よ
う
だ
っ
た
。
今
頃
は
 

良
人
は
罪
の
苛
責
を
負
っ
て
償
い
を
し
て
 

い
る
事
だ
ろ
う
。
家
に
居
れ
ば
良
人
が
稼
 

い
で
く
れ
る
。
だ
が
良
人
の
帰
る
迄
生
き
 

る
た
め
に
、
苦
し
い
労
働
も
苦
し
い
と
は
 

思
わ
な
い
、
悲
し
い
事
が
あ
っ
て
も
涙
を
 

忘
れ
、
不
図
肌
に
秘
め
た
ロ
ザ
リ
オ
を
取
 

り
出
し
て
見
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
慈
悲
に
 

あ
ふ
れ
た
姿
に
会
う
よ
う
な
心
地
が
す
る
 

そ
の
ロ
ザ
リ
オ
が
無
頼
者
の
こ
の
人
に
も
 

慈
悲
の
光
り
を
与
え
た
の
だ
。
 

人
の
生
は
善
と
い
」
っ
が
、
嘘
で
は
な
い
之
 

勝
子
は
感
慨
を
こ
め
て
ロ
ザ
リ
オ
を
受
取
 

っ
た
。
「
有
難
い
こ
れ
か
ら
は
楽
し
く
働
 

け
る
ー
」
と
、
勝
子
は
心
の
中
で
は
そ
う
 

思
わ
ざ
る
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

ク
、
）
、
J
、I
、
）
、
“
K
I
、J
、
〉
ノ
、
β
、
J
く
J
）、J
、J
一
く
J
、J
、J
、
ノ
、
J
、
f
、ク 

異

国

の

印

象

 
「
落
ち
穂
集
」
よ
り
 

其
二
、
ペ
グ
1
の
寝
像
秘
話
 

「
ペ
グ
1
」
王
朝
時
代
に
「
マ
ニ
プ
I
ル
 

」
よ
り
「
モ
ニ
ワ
」
渓
谷
伝
い
に
仏
教
熱
 

が
全
ビ
ル
マ
に
波
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
 

今
迄
国
民
の
対
象
は
唯
一
つ
王
様
の
み
で
 

あ
っ
た
が
、
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
動
も
す
 

れ
ば
王
様
を
忘
れ
る
様
に
な
っ
た
。
そ
し
 

て
各
地
に
仏
教
の
像
が
建
立
さ
れ
た
。
寝
 

像
も
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
 

王
は
今
更
な
が
ら
仏
教
の
偉
大
な
力
に
驚
 

き
、
仏
像
を
破
壊
し
、
埋
没
せ
し
め
ら
れ
 

た
。
勿
論
王
の
専
横
に
外
な
ら
な
か
っ
た
 

幾
星
霜
総
べ
て
の
事
が
人
大
か
ら
忘
れ
去
 

ら
れ
て
居
た
時
、
第
三
次
英
緬
戦
争
が
始
 

ま
り
、
ビ
ル
マ
は
遂
に
敗
れ
た
。
英
国
が
 

鉄
道
を
建
設
の
た
め
に
台
地
を
壊
し
た
ら
 

埋
め
ら
れ
て
い
た
像
が
現
わ
れ
た
。
人
大
 

は
仏
像
を
修
理
し
、
塗
り
替
え
た
の
が
世
 

界
一
の
寝
像
で
あ
る
。
釈
迦
臨
終
の
際
寝
 

た
ま
、
万
物
に
向
っ
て
仏
教
を
説
か
れ
た
 

尊
い
姿
 
「
ね
は
ん
」
 
の
像
と
伝
え
ら
れ
ー
 

る
。
，
 

（
永
 

末
）
 

三
・
四
月
農
事
メ
モ
 

麦
 
穂
肥
I
三
月
上
、
中
旬
に
反
当
硫
 

妥
を
三
ー
四
貫
又
は
、
尿
素
一
貫
i
l

一
百
匁
 

ー
一
貫
一
八
百
匁
を
降
雨
前
に
撒
布
す
る
。
 

管
理
・
三
月
以
降
の
麦
踏
は
絶
対
に
や
ら
 

ぬ
こ
と
。
 

土
入
れ
は
麦
に
土
を
か
ぶ
せ
 

な
い
よ
う
、
麦
の
間
に
や
や
深
目
に
入
れ
 

る． 菜
種
 
花
肥
廿
菜
種
増
収
の
鍵
は
花
肥
 

と
も
云
え
る
。
花
肥
は
菜
種
畑
に
点
大
花
 

の
咲
き
始
め
た
頃
、
反
当
硫
安
三
ー
四
貫
 

又
は
、
尿
素
一
鳶
一
一
百
ー
一
貫
八
百
匁
を
 

降
雨
前
に
施
用
す
る
。
 

苗
代
 
種
子
消
毒
廿
イ
モ
チ
病
其
の
他
 

種
子
に
附
着
し
て
伝
染
す
る
病
害
を
防
除
 

す
る
た
め
、
水
一
斗
に
ウ
ス
プ
ル
ン
又
は
 

メ
ル
ク
ロ
ン
五
匁
を
溶
か
し
た
液
に
六
ー
 

一
二
時
間
浸
す
。
昨
年
稲
の
線
虫
心
枯
病
 

が
多
発
し
た
の
で
、
本
年
は
必
す
冷
水
温
 

湯
浸
法
に
よ
る
防
除
を
励
行
す
る
こ
と
。
 

浸
種
I
消
毒
後
、
播
種
ま
で
山
間
部
十
日
 

平
坦
部
七
日
間
霧
を
な
す
。
苗
代
慧
 

期
廿
山
間
部
の
一
毛
作
用
に
対
し
て
は
早
 

播
き
早
植
に
よ
り
増
収
を
図
る
。
 

疏
菜
 
掻
裡
す
る
も
の
廿
人
参
時
無
」1 

寸
、
五
寸
系
統
、
大
、
七
月
収
穫
、
大
根
時
 

無
、
五
、
六
月
収
穫
、
菜
豆
、
胡
瓜
、
西
 

瓜
等
、
西
瓜
の
露
地
直
播
き
は
桃
の
花
盛
 

り
を
適
期
と
す
る
。
温
床
の
鉢
利
用
で
あ
 

れ
ば
三
月
上
旬
賢
種
す
、
果
菜
類
の
定
植
 

I
苗
が
強
健
で
あ
れ
ば
南
瓜
、
ト
マ
ト
は
 

四
月
二
十
日
よ
り
、
ナ
ス
は
四
月
末
、
キ
 

ウ
リ
は
五
月
初
め
よ
り
定
植
す
。
果
菜
類
 

の
根
付
け
肥
廿
元
肥
と
は
別
に
定
植
後
の
 

活
着
を
早
め
る
た
め
に
下
肥
の
五
倍
液
叉
 

は
、
水
一
斗
に
対
し
、
硫
安
二
四
匁
溶
か
 

し
た
も
の
を
潅
水
の
代
り
に
施
用
す
る
。
 

（
長
尾
普
及
員
）
 

一日平均 
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冊
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閲
 

リ
記
学
史
会
学
学
業
術
学
学
 

酬
 

科
 

十
 

類
 

蘇
 

計
 

務
 

然
 

きロ 

分
総
哲
歴
社
鹸
工
産
芸
語
交
 

閲

覧

冊

数

 

開
舘
日
数
 
22 
日
 

閲覧人員 一日平均 

69人 3.1 
24 1 

19 0.8 
9 0.4 
4l l .8 
292 13.2 
117 5.3 
19 0.8 
22 L2 

別

吏

購

業

業

生

徒

童

他

職

 

業

公

 

の
 

職

官

炭

農

商

学

生

児

其

無

 

閲

覧

人

数

 

」
月
分
閲
覧
統
計
 

612人 27.9人 計
 

一
、
選
挙
事
務
に
忙
殺
さ
れ
、
本
月
号
は
 

ニ
十
日
に
発
行
と
な
り
ま
し
た
事
を
お
 

詫
び
致
し
ま
す
。
 

二
、
原
稿
は
一
、
五
〇
O
筈
以
内
に
圧
縮
 

し
て
御
投
稿
願
い
ま
す
。
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